
〔１〕問題文と＜条件＞、【話し合いの様子の一部】を読んで問われていることを確認する。

〔２〕「中川さんのぎもん」をもとに、小林さんの発言のしかたを参考にして質問を考える。

〔３〕＜条件＞の「ふさわしい、ていねいな

言葉」「字数制限」に合わせて書く。

正答の導き方

・話の中心に気を付けて聞く。

・聞いた事柄を基に確かめたい点を質問する。

必要な知識・技能

令和２年度 福岡県学力調査 小学校第５学年【国語】

の三１ 話の中心に気を付けて聞き、質問をすることができるかどうかをみる問題

＜関連する過去の問題＞

Ｈ３０全国B １ 三：話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べるなどして考えをまとめる

ことができるかどうかをみる問題

【正答例】
一年生に慣れてもらうというのは、小学校生活に慣れてもらうのか、わたしたち上級生に慣
れてもらうのか、どちらでしょうか。（５８字）

① 問題文の 部と「中川さんの疑問」から、三ぱんの提案を具体的に知る質問をする必
要がある。

② ＜条件＞の 部から、小林さんの発言のしかたを参考にする。

① 中川さんは、三ぱんの「一年生に慣れてもらう」という提案に対して「小学校生活に慣
れてほしい（考えＡ）」と「わたしたち上級生に慣れてほしい（考えＢ）」のどちらの考
えなのか、疑問をもっている。

② 小林さんも二はんの提案に対して、どちらの考えなのかを確かめる質問をしている。
その際、「…（提案）というのは、…（考えＡ）のか、…（考えＢ）のか、どちらでしょ
うか。」という発言のしかたを用いている。

「三ぱんに質問です。」に続けて、
敬体で、字数制限に合わせて書く。

中
川
さ
ん
の
学
級
で
は
、
「
一
年
生
を
む
か
え
る
会
」を
ど
の
よ
う
な
め
あ

て
で
行
え
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
と
き
の
【
話
し

合
い
の
様
子
の
一
部
】
で
す
。
こ
れ
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
ま

し
ょ
う
。

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

（
略
）

大
野
（
三
ぱ
ん
）
わ
た
し
た
ち
は
「一
年
生
に
慣
れ
て
も
ら
う
」と
い
う

め
あ
て
を
提
案
し
ま
す
。
不
安
を
も
って
い
る
一
年
生
に
、
少
し

で
も
早
く
学
校
に
慣
れ
て
ほ
し
い
か
ら
で
す
。

（
略
）

小
林
（三
ぱ
ん
）
二
は
ん
に
質
問
で
す
。
こ
の
学
校
を
知
って
も
ら
う

と
い
う
の
は
、
行
事
な
ど
を
知
って
も
ら
う
の
か
、
学
校
の
ど
こ
に

何
が
あ
る
の
か
な
ど
を
知
って
も
ら
う
の
か
、
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

西
田
（
二
は
ん
）
は
い
。
そ
の
両
方
で
す
。
そ
れ
以
外
に
も
、
学
校
で
の
一

日
の
生
活
な
ど
、
学
校
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
知
って
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
川
（一
ぱ
ん
）

三
ぱ
ん
に
質
問
で
す
。

三

中
川
さ
ん
は
、
【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の
三
ぱ
ん
の
提
案
を
聞
い

て
、
次
の
よ
う
な
ぎ
も
ん
を
も
ち
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】
の

で
、
三
ぱ
ん
の
提
案
に
対
し

て
質
問
を
し
ま
し
た
。
あ
な
た
が
中
川
さ
ん
な
ら
、
ど
の
よ
う
に
話
し
ま
す

か
。
次
の
条
件
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈
条
件
〉

○

の
小
林
さ
ん
の
発
言
の
し
か
た
を
参
考
に
し
て
、
ぎ
も
ん

に
思
っ
た
こ
と
を
た
ず
ね
る
文
を
書
く
こ
と
。

○

相
手
に
話
す
と
き
に
ふ
さ
わ
し
い
、
て
い
ね
い
な
言
葉
を
使
っ
て
書

く
こ
と
。

○

四
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。



調査問題を活用した授業改善のための指導資料

○ 「話し合うこと」の指導では、目的や進め方を確認して、互いの意見の共通点や相違点に

着目して考えをまとめることができるように指導することが大切です。

○ 必要なことを記録したり質問したりしながら聞く活動を設定することは、話し手が伝えた

いことや自分が聞きたいことの中心を捉え、自分の考えをもつ上で有効です。

授業改善のポイント

短冊を使って、考えを整理してみましょう。

◆ 小林さんの発言のしかたを参考にしていない。

※（誤答例２）については、一部分のみしか質問していない。

◆ ＜条件＞「小林さんの発言のしかたを参考にして」「ていねいな言葉を使って」を受けて
敬体を用いる必要があるが、常体を用いている。

誤答例とその原因
（誤答例１）一年生に対して、何に慣れてほしいと思っているのですか。もう少しくわしく教

えてください。（４３字）

（誤答例２）一年生に慣れてもらうというのは、一年生に対して、小学校生活に慣れてほしい

のですか。（４１字）

（誤答例３）一年生に慣れてもらうというのは、小学校生活に慣れてもらうのと、わたしたち

上級生に慣れてもらうのとどちらか。（５３字）

どのようなめあてで行いたいか提案してもらいました。その内容についてメモした

ことをもとに、分からない点や確かめたい点を整理しましょう。

「話し合うこと」の指導において互いの意見を比較することは、それぞれの意見の共通点や

相違点から、その意見のよさを見いだすことにもつながります。

何に慣れてほしいのかを質問

して確かめたいです。

話合いの展開に沿って発言したり、質

問したりすることができるようにするた

めにも、記録したことをもとに、考えを

整理する活動を設定することも有効です。

【
メ
モ
】

【
三
ぱ
ん
】

○
一
年
生
に
慣
れ
て

も
ら
う

・
一
年
生
が
不
安
を

も
っ
て
い
る

・
早
く
学
校
に
慣
れ
て

ほ
し
い

（
ぎ
も
ん
）

○
何
に
慣
れ
て
ほ
し

い
の
か

・
小
学
校
生
活

・
わ
た
し
た
ち
上
級
生

確
か
め
た
い
点

一
年
生
を
む
か
え
る
会
の
め
あ
て
を

決
め
よ
う
。

一
年
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
う

一
年
生
に
こ
の
学
校
を
知
って

も
ら
う

一
年
生
に
慣
れ
て
も
ら
う

一
年
生
と
仲
よ
く
な
る

そ
れ
ぞ
れ
の
は
ん
の
考
え
を
く
ら
べ
て
、

よ
い
と
こ
ろ
を
出
し
合
お
う
。

一
年
生
に
ど
う
な
って
ほ
し
い
か

◎
一
年
生
に
と
って
の
会
の
意
味
を

考
え
て
い
る

それぞれの考えを比べて、

似ているところはどこで

すか。

一ぱんから三ぱんまでは、

一年生にどうなってほし

いかを考えています。

このように、一年生に

とってどんな意味がある

会にするかを考えるのは、

とても大切なことだと思

います。

１ぱん２はん３ぱん ４はん


